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赤外線暗黒星雲 (IRDC)中の低温高密度な大質量クランプは大質量星を含む星団形成の前駆体と考えられてい
る (e.g., Rathborne et al. 2006, Peretto & Fuller 2010)。こうした天体のうち 70 µmの遠赤外線で暗いものは、
星団形成前の星無しクランプと考えられる。しかし近年のALMA観測により、そうした 70 µm-darkクランプ中
にすでに原始星アウトフローが存在している例が発見され始めた (e.g., Feng et al. 2016; Pillai et al.2019)。こ
れらは大質量星形成の最初期段階の有力な候補であり、その形成環境を調査する上で非常に重要である。そこで
我々は山口干渉計 (YI)を用いて、原始星アウトフロー活動に伴う微弱な制動放射の大規模な探査観測を行い、そ
のような 70 µm-darkな IRDCに埋もれた進化初期天体のカタログを作成するプロジェクトを開始した。
本講演では、計画の概要と 2020年の 12月までに実施した初期探査観測の結果について報告する。ターゲット

天体は Traficante et al.(2015)の IRDCカタログから、内部に原始星と思われる 70 µmの遠赤外線源を含まず、
YIの視野範囲に既知の近傍HII領域が存在しない天体とした。現時点で合計 98天体に対して観測を行ない、32
天体を検出した。このうち 4割程度は 20 mJy以上 (信号雑音比 ∼30 σ程度) の明るい電波源であり、未報告の近
傍HII領域や背景の活動銀河核を捉えている可能性が高い。一方、それ以外の微弱電波源について、母体 IRDC
の温度と密度を調べたところ、より低温高密度な星形成に適した環境に付随している傾向が見られた。このこと
から検出された微弱電波源は IRDC中の星形成活動を捉えている可能性が高いと考えられる。今後はさらに探査
を継続し、2023年までに 500天体程度に対して観測を行う予定である。


